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資料 6.　事前評価表（無償資金協力）

１． 対象事業名

ボリヴィア共和国　コチャバンバ母子医療システム強化計画

２． 我が国が援助することの必要性･妥当性

(1) 我が国とボリヴィアは伝統的友好関係を有しており、日系人・日本人移住者が存在すること、中

南米諸国の中で最も開発の遅れた国の一つであり開発需要が大きいこと、世銀・IMF の支援を受

けて、構造調整政策を実施し経済開発に努力していること等を考慮し、我が国の援助の重点国の

一つに位置付けられている。また、貿易･投資面でも我が国と密接な相互依存関係を有している。

（出典：ODA 白書下巻（2000 年）ボリヴィア共和国の「2.我が国の政府開発援助の実績とあり方」から抜粋）

(2) ボリヴィア国政府は大衆参加法（1994 年 4 月）および地方分権法（1995 年 6 月）の施行により地

方分権化の方向性を打ち出し、保健医療分野においても、その地域に必要とされる医療サービス

をきめ細かに提供できる体制をとるべく、必要な権限を中央政府から地方自治体へと移管する等

の措置をとった。また、同国政府は具体的な上位目標として「母子保健・医療の改善」に焦点を

当て、1996 年 7月に「国家母子保健」政策を実施した。これにより、妊産婦及び５歳未満児の医

療費が無料化され、母子が医療機関でのサービスを受けやすくなった。しかしながら、高まる需

要に対応するための体制が整備されておらず、母子医療サービスにおける需給バランスが崩れて

いる。

(3) 当該国の社会･経済事情については別添の「ボリヴィア共和国の社会･経済事情」参照

３． 協力対象事業の目的等（プロジェクト目標）

本プロジェクトは、コチャバンバ市内の各医療レベル（１次～３次）における母子医療施設（医

療機材を含む）の整備・拡充を通じ、コチャバンバ都市圏の母子医療システムを強化することを

目的としている。

４． 協力対象事業の内容

(1) 対象地域：コチャバンバ市

(2) アウトプット

協力対象施設であるヘルマンウルキジ母子病院及び 3保健所の施設及び医療機材が整備される。
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(3) インプット

① 先方負担工事分（一般病棟の建て替え及び南翼部分の改修）を除くヘルマンウルキジ母子病

院の建て替え。

② コチャバンバ市北部における保健所１箇所の新築及びアラライ保健所の増築。

③ コチャバンバ保健所の増改築による帝王切開術可能な２次医療施設への格上げ。

④ 上記対象４施設において老朽化した機材の更新、数量不足となっている機材の補充もしくは、

その他必要性･妥当性の認められる機材の調達。

(4) 総事業費：21.69 億円　（日本側 19.52 億円、ボリヴィア側 2.17 億円）

(5) スケジュール

2001 年度：実施設計業務

2002 年度：入札・監理業務、施設建設及び機材供与（Term-1：2002 年 10 月から工期 13 ヶ月、

Term-2：2003 年 4月から工期 14 ヶ月）

(6) 実施体制

受入機関：保健年金省、コチャバンバ県、コチャバンバ市

実施機関：コチャバンバ市

5.プロジェクトの成果

(1) プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲及び規模：

コチャバンバ都市圏の全住民（約 130 万人）

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果目標

① ３次医療サービスの提供

老朽化しているヘルマンウルキジ母子病院を建替え、３次医療施設としての高度医療機能（一

般及び感染患者用手術室、同分娩室、同 ICU・NICU 等）を充実させる。これによりハイリス

ク分娩、感染症患者等に適切に対応することが可能となり、より高品質な医療サービスの提

供が可能となる。

ヘルマンウルキジ母子病院 2000 年（実施前） 2010 年（実施後）

通常分娩数に対するハイリスク分娩数の割合の増加 4.58％ 12.5％

通常分娩数に対する帝王切開分娩数の割合の減少 34.22％ 17.0％

② ２次医療サービスの提供

コチャバンバ保健所敷地内に手術室、分娩室を含む病棟を増築し、２次医療施設に格上げす

る。これにより対象地域において、ヘルマンウルキジ母子病院のみが実施していた帝王切開

術等がコチャバンバ保健所でも可能となり、ヘルマンウルキジ母子病院への患者集中を緩和

することができる。また、通常分娩も可能となり患者数の増加が期待できる。
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コチャバンバ保健所 2000 年（実施前） 2010 年（実施後）

帝王切開分娩数の増加 0 件／年 950 件／年

通常分娩数の増加 0 件／年 2,000 件／年

③　１次医療サービスの提供

市北部の人口増加地区に通常分娩機能を有する新たな保健所を新設すると共に、市南部にあ

るアラライ保健所敷地内に病棟を増築する。これにより地理的利便性の点から通常分娩につ

いては１次医療施設への受療増が見込まれる。身近に安心して受療できる１次医療施設があ

れば、近隣の患者がアクセスの容易な医療施設を利用することが予想される。それにより、

患者にとっての時間的（集中緩和による待ち時間の減少）、経済的（交通機関等による移動距

離の短縮）負担が少なくなる。

新設（仮称：ノルテ）保健所 2000 年（実施前） 2010 年（実施後）

通常分娩数増加 0 件／年 1,000 件／年

母子外来患者数（新規及び再来）の増加 0 人／年 8,500 人／年

アラライ保健所 2000 年（実施前） 2010 年（実施後）

通常分娩数増加 0 件／年 1,000 件／年

母子外来患者数（新規及び再来）の増加 7,353 人／年 8,500 人／年

　　④　診療機能の向上

ヘルマンウルキジ母子病院の老朽化･不足している機材を更新することにより、産婦人科及び

小児科に関する診療機能の向上が可能となる。また、治療時における患者の負担を軽減する

ことが可能となる。成果指標としては、以下のような項目が挙げられる。

　

ヘルマンウルキジ母子病院 2000 年（実施前） 2010 年（実施後）

超音波診断数の増加
2,216 件／年
（1999 年） 2,600 件／年

心電図検査数の増加 1,500 件／年 1,800 件／年

Ｘ線検査件数の増加 0 枚／年（注）
5,900 枚／年

手術件数の増加 3,632 件／年 4,000 件／年

　（注）現在ヘルマンウルキジ母子病院は市内の民間撮影所に対し 5,000 枚／年の撮影を外注している。
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6.外部要因リスク

(1) 対象施設における要員等確保

本協力対象事業によって新･増改築を行う各対象施設において、適切な運営のために必要な人員を

ボリヴィア国側が確保する。

医師数 看護婦 准看護婦
協力対象施設

必要数 現　在 必要数 現　在 必要数 現　在

ヘルマンウルキジ母子病院 76 55 80 47 96 78

コチャバンバ保健所 23 12 15 2 25 18

アラライ保健所 5 3 3 1 7 2

新築（仮称：ノルテ）保健所 7 0 3 0 8 0

合　計 111 70 101 50 136 98

(2) 維持管理体制の強化

本協力対象事業によって建設された施設及び調達した機材をより良好な状態で継続使用するため

に、施設及び機材管理部門をコチャバンバ市が設立する。

(3) 指揮命令系統の一体化

保健所とヘルマンウルキジ母子病院の運営が別の組織となっている現行体制から、１次、２次、

３次医療施設の運営を一体化する体制へ組織変更をコチャバンバ市が実施する。

7.今後の評価計画

(1) 事後評価に用いる成果指標

対象地域における年間分娩数（ハイリスク、帝王切開、通常分娩）、保健所への母子外来患者数、

超音波診断数、心電図検査数、Ｘ線検査件数、手術数

(2) 評価のタイミング

施設完工、及び機材据付完了後、５年後（2010 年）を目処にした事後評価



資料 7.　収集資料リスト

　 資料名 コピー/オリジナル

1 建築法規図書 オリジナル

2 第三次医療施設スタンダード コピー

3 保健所スタンダード コピー

4 現地建築資材カタログ、サンプル オリジナル

5 ビエドマ病院団地マスタープラン コピー

6 ビエドマ病院団地組織図 コピー

7 基礎的健康保険概要パンフレット オリジナル

8 ５ヵ年保健戦略計画 1997-2002 オリジナル

9 ヘルマンウルキジ母子病院年次報告書 1996-2000 コピー

10 コチャバンバ保健所年次報告書 1998-1999 コピー

11 コチャバンバ市内保健所年次報告書 1999 コピー

12 コチャバンバ市予算 2000-2001 コピー

13 ヘルマンウルキジ母子病院収支 1996-2000 コピー

14 コチャバンバ市内保健所収支 2000 コピー

15 ボリヴィア国保健医療年次報告書（SNIS）1995-1999 オリジナル

16 コチャバンバ県保健局母子医療統計 2000 オリジナル

17 ボリヴィア国鉄筋コンクリート構造設計標準 オリジナル

18 ヘルマンウルキジ母子病院近隣敷地資質調査書 オリジナル

19 ボリヴィア国の地震研究概要 オリジナル

20 コンクリート調合設計マニュアル オリジナル

21 地震記録統計資料 オリジナル
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